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熱源水温度について 
 

(1) 実測事例１ 

 設置建物：一番町笹田ビル（RC 造り 5 階建て） 
 場所：東京都千代田区 
 地中熱源による空調の対象は、1 階から 3 階のオフィスフロアー（各階の専有面

積 101 ㎡）。ビルマルチの 20馬力の空水冷式ヒートポンプ（水熱源で暖房 63.0kW、

冷房 56.0kW；空気熱源で暖房 65.6kW、冷房 58.3kW）である。  
 75m の地中熱交換井 8 本、孔口での間隔は 2m。ボアホールは 2 度の傾斜角で掘

削し、孔底で 4m 間隔となるようにした。75m の地中熱交換井全体としてみたと

きの地層の熱伝導率は 1.7W/(mK)、光ファイバーでの温度測定値を用いた深度毎

の熱伝導率は、1.1～3.1 W/(mK)となった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 熱源水温度の経時変化（事例１） 
（出典：「建築設備と配管工事」、2010 年 3 月号掲載予定） 

参考資料２ 

ヒートポンプ稼働時室温、熱源水温の変化（1日毎）
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(2) 実測事例２ 

 
 

 
図 2 熱源水温度の経時変化（事例２） 

（出典：「平成 19 年度地中熱利用ヒートポンプシンポジウム」発表資料、大成建設株式会社） 


